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業　績　概　要

　本研究は，暴露試験により計測された木材表面の色を基に，木材画像の色の経年変化を予測するビジュ
アルシミュレーション手法を提案しています。まず，約１年間計測した暴露試験データを基に，回帰分析
から木材表面の色と試験実施場所の気象因子との関係性を明らかにしました。得られた関係性に基づいて，
提案手法では，温度，雨量，日射量を入力することで，任意の地点での木材表面の色変化をシミュレーシ
ョンすることができます。
　また，提案手法では建築物の外構材（外壁）として用いられた木材表面の色変化をシミュレーションす
ることも可能です。建築物の3D モデルを用意すると，開発したシステムは事前に遮蔽計算を行います。
遮蔽計算の結果を基に，提案手法への入力である，温度，雨量，日射量を各箇所で増減させることで，例
えば，地面近くの木材では降雨の跳ね返りにより色変化が速い，というように，木材の周囲環境を考慮し
た木材表面の色変化シミュレーションができます。これにより，外構材として木材を使用した場合の色変
化を事前に建築主に説明することができ，外構材への木材利用の促進が期待されます。

今後の取り組み

　全国各地での暴露試験を引き続き行うことで，長期にわたる木材表面の色変化予測を可能とすることが
考えられます。また，各地で行うことで，より多様な気象因子と木材表面色との関係性を明らかにし，シ
ミュレーション精度の向上が期待されます。
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